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　は し が き

　保育者になりたいと希望に胸をふくらませて養成校に入学した皆さんは，今

どのような思いをいだいているのでしょうか。

　本書は，これから保育者になろうとする人達が，保育の場で実際に働いてい

る保育者像をイメージしやすいように，先輩保育者からのメッセージを出発点

として，保育における子どもとのかかわりで大切にしていること，子ども達の

豊かな生活環境をつくること，保護者や小学校・他の専門職との連携，現場で

働く保育者の仕事内容，法令で定められた責務，社会の変化に対応して求めら

れる保育者の役割や期待されることなど，具体的な記述を通して伝えようと，

編者・執筆者一同，討議を重ねて編まれています。

　養成校で学んだのち，保育者として子どもと生活をともにすることになる皆

さんは，在学中に勉強したことを，幼稚園実習や保育所実習の場で実際の保育

とつなげ，保育する心と実践力をそれなりに身につけられることでしょう。し

かし実際の保育の場は多様で，いろいろな事柄が混在しています。保育をする

ことだけではなく，保護者への対応や支援，小学校教育や地域とのつながり，

特別なニーズをもつ子どもへの援助など，保育者に求められる働きは多岐にわ

たります。そのときどきに，保育者は精一杯対応していきますが，その保育者

の毎日の働きがどのような意味をもっているのか，いったい何がどのような理

由で求められているのか，そこで尊重していくべきことは何であるのか，そし

て保育者に何が期待されているのか，考えなければならないことはたくさんあ

ります。学生であるときに，このようなことについて整理し，一つ一つ丁寧に

考え学んでください。

　本書では，保育者として「こういう能力が必要ですよ」と直接的には書かれ

ていません。皆さん自身が，各章の内容から，求められる心構えや知識，考え
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方，方法をつかみ，自分自身を見つめ，さらに自分の課題を見いだして，自身

の保育者像（保育観）を描けるようにしてほしいとの意図からなのです。それ

が，実践しつつ学ぶ保育者として成長していくために，もち続けたい基本的な

姿勢だからです。

　本書を教科書としてだけではなく，保育者になってからも折に触れて開いて

いただき，保育の一助となるように役立てていただけることを願っています。

三訂版にあたって

　2011年に入学の学生から適用された保育士養成課程において「保育者論」が

必修科目として設けられ，学習内容が示されました。これを受け，本書におい

ても，教職課程における教師論，教職論のみならず，保育士養成課程で必修に

なった意味を精査し，2011年９月に改訂版を発行しました。

　2015年４月には「子ども・子育て支援新制度」が本格スタートし，本書にお

いても関連する記述を改め，改訂第２版を発行しました。

　また，2017年３月，幼稚園教育要領，保育所保育指針，幼保連携型認定こど

も園教育・保育要領が改められたのに伴い，改訂第３版を発行しました。

　そして2019年度より新しい教職課程・保育士養成課程が実施されることに伴

い，科目の内容も改められたため，本書においても再び改訂を行い，ここに三

訂版を刊行した次第です。

　本書を手がかりにして学びながら，いつの時代にも変わらず大切にするこ

と，社会の変化に応じて求められること，そして保育者としてあるべき姿につ

いて考え，子ども達の未来につなげていってくださることを期待しています。

　2019年 2 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編者　榎田二三子　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大沼　良子　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増田　時枝　　
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第１章

保育者になるということ

１．「育てられる人」から「育てる人」へ

　保育者と聞いて私達が思い浮かべるのは，幼稚園や保育所の先生などであろ

う。正式には幼稚園教諭，保育士，保育教諭などと呼ばれる。ここでは，そう

した名称の違いやかかわる子どもの年齢の違いなどをふまえた上で，ともに

「子どもの育ちに重要な役割を担う」という意味で「保育者」と呼びたい。

　「保育者」とは「就学前の子ども達の面倒を見ながら，安全に楽しく遊ばせ

てくれる人」という一面もあるが，それだけでは子ども達と遊んでくれる「近

所のやさしいお姉さん，お兄さん」と変わりがない。やはりここでは「子ども

の発達に精通し，よりよく育つように援助できるプロフェッショナル」と考え

たい。しかし，資格を取ればすぐになれるわけではない。実践の場においてい

ろいろな勉強や体験を通して徐々に「保育者」になっていくのである。

　本節ではまず，保育者として活躍している先輩達へのインタビューをもと

に，彼等がどのように学び，考え，育ってきたのか，そしてこれから保育者に

なる皆さんにどのようなメッセージを抱いているのかを紹介したい。

■インタビュー回答者プロフィール

A女：私立幼稚園勤務，3年目，現在年中組担任
B女：私立幼稚園勤務，3年目，現在年少組担任
C女：私立保育所勤務，5年目，現在５歳児担当
D女：公立保育所勤務，7年目，現在０歳児担当
A男：私立保育所勤務，3年目，現在３歳児担当
B男：公立幼稚園勤務，5年目，現在年中組担任
C男：私立幼稚園勤務，7年目，現在副園長



　2　　第１章　保育者になるということ

（1）保育者を目指したきっかけ

A女：�はじめは保育者になろうとは思っていませんでした。高校卒業時に進路指
導の先生に相談したところ，自分の特技（ピアノ，歌，体育，工作）が生
かせる職業ということで決めました。

B女：�私は保育所出身ですが，小さい頃から幼稚園の先生になるのが夢でした。
その頃から幼稚園と保育所の先生の違いを感じていて，夏休みがあってク
ラス担任ができるので「絶対に幼稚園の先生」と思っていました。

D女：�短大を卒業したのですが，就職が見つからず，やはり資格が必要だと
思ったからです。

A男：�中学のときの職業体験で保育所に行き，子ども達と接するうちにこの仕事
をやろうと思うようになりました。

C男：�私は実家が幼稚園を経営しており，将来園長になるために資格が必要
だったからです。

ポ�イント：保育者を目指したきっかけは，大きく２つに分かれる。１つは「小

さい頃からの夢だった」，「子どもが好きで子どもとかかわる仕事をしたかっ

た」というもので，もう１つは「特技や趣味が生かせる」，「将来役に立つ，

あるいは必要だから」というものである。いずれにしてもしっかりした目的

意識をもって取り組むことが，よりよい保育者になるために大切である。

（2）学校生活（授業，ピアノ，実習等）
１）授　　業

○授業について
A女：�あまり休まずに授業を受けました。私は体を動かすことが好きなので，そ

うした科目はおもしろかったです。講義科目は…，楽しいのもあり，わか
らないのもあり，といったところです。

C女：�実技科目は，実習でも働き出してからもすぐに役に立ちますので，いろ
いろなことを学んでおくといいと思います。宿題が多くて，正直なとこ
ろあまり真面目ではなかったのですが，今思うともっとたくさんやって
おけばよかったと後悔しています。
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○実際に働くなかで思うこと
B女：�今，よく開く教科書は子どもの成長過程や病気，クラス運営や環境設定の

ところです。基礎的・知識的なものは，働き出すと勉強している余裕があ
りません。技術的なものは，毎日の保育で自然と身につきます。ただ，保
育に使う小物類は，学生時代にたくさん作っておいたほうがよいと思いま
す。

B男：�授業内容はあまり覚えていませんが，「どこかで聞いたぞ」ということが
大切。困ったとき，教科書やノートを見直すとけっこう出ていて助かって
います。働き出してから基礎や知識の重要性に気づいて，もっとやってお
けばよかったと思っています。

ポ�イント：授業は，出席管理が厳しいため，休まず真面目に受けたようであ

る。実技科目は楽しく，実習時や職場で役立つ，という意見が目立つ。た

だ，製作には時間がかかり，宿題も多かったのは大変だったようである。一

方，講義科目は実際に働き出してから大切さを痛感するようである。先生の

話をよく聞き，教科書やノートをしっかり取ることが大切である。

　�　いずれも，実技に使う小物や，基礎や知識などの勉強など，時間がかかる

ことは学生時代にもっとたくさんやっておけばよかった，と思っている。

２）ピ　ア　ノ

○ピアノ授業について
B男：�ピアノはやったことがなかったので本当に苦労しました。でも，毎日練習

したのでけっこう弾けるようになりました。
C男：�私は，追試，追試でなんとか合格したレベルですが，それでもかなり練

習しました。試験前はほとんど徹夜でした。

○実際に働くなかで思うこと
A女：�私の勤める幼稚園は音楽教育に熱心なのでピアノは必須です。小さい頃か

ら習っていて得意なので，とても楽しいです。
C女：�私は保育所ですが，キーボードはけっこう使います。他の保育所では全

く使わない所もあるようですが，弾けたほうがいいと思います。



　4　　第１章　保育者になるということ

C男：�就職試験でピアノが課されました。難しい曲を弾けるようになる必要は
ありませんが，普段使う曲は，弾けないと困ります。ピアノは，学生時
代に「どれだけ真剣に保育者を目指したか」の１つの目安だと考えてい
ます。

ポ�イント：ピアノは，小さい頃から習っていた人は別として，苦労する（特に

男性は）科目である。ピアノの利用度は，幼稚園では高く，保育所では比較

的低いようであるが，弾けるにこしたことはない。そして，ピアノの上達に

は毎日の練習が欠かせないと全員が答えている。

３）実　　習

○実習について
A男：�子ども達は男の先生が大好き。だから実習はやりやすかったですね。日誌

とか，責任実習の指導案作成は大変だったけど，今考えると楽しい思い出
しかでてこないです。

C女：�夜遅くまで日誌を書いたり，保育の準備をしたり。朝は早いし，夏は子
ども達と一緒に泥だらけになったりして，今思うとよくやったなと思い
ます。

○実習生へのアドバイス
A女：�私は実習のときにいろいろやらせていただき，勉強にもなり，自信にもな

りました。ですから，私のクラスの実習生にはできるだけたくさんのこと
をやってもらっています。もちろん，簡単なところからですが。せっかく
実習に来たのだから，保育について，いろいろな経験をしてほしいと思い
ます。

C女：�保育所はいろいろな年齢の子どもがいるので，年齢ごとの発達の様子など
はある程度勉強してきてください。やはり，準備は大切だと思います。

D女：�実習ではいろいろな年齢の子どもを次々に経験しなければならないの
で，大変なのはわかりますが，わからないから見ているではなく，聞く
なり調べるなりして，自分から積極的に取り組んでください。
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ポ�イント：実習は社会人になるための第一歩である。実習生といえども子ども

達にとっては先生であり，それまでの「育てられる人」が，初めて「育てる

人」の立場を経験する場でもある。実習は，大変だったが後から考えると楽

しかった，という意見が圧倒的である。実習園の指導方針にもよるが，せっ

かくの実習なのだから，保育に関するいろいろなことを経験していってほし

いと思っているようだ。その一方で，状況によっては任せられないという意

見も多い。いずれにしても，準備をしっかりして積極的に取り組むことが大

切なことである。

（３）就職について

○現在の就職をどのようにして決めたか
A女：�私は，幼稚園が希望でした。就職の先生の紹介で就職しました。第１希望

ではなかったのですが，けっこう楽しく，この園でよかったと思っていま
す。

A男：�私は，故郷に帰りたいと思っていました。田舎で私立保育所が少なく，今
の所を第１候補に考えていました。元々中学校の職業体験でその保育所に
行ったことが，保育士になるきっかけでした。その後も実習や休み中のボ
ランティアをさせていただきました。これらの活動が評価されそのまま就
職しました。

D女：�私は，短大を卒業後この道に進みました。年齢が少し高かったのと，一
生働きたいと思い，公立保育所を希望しました。何か所か受けて受かっ
たのが今の保育所です。

○就職に対するアドバイス
A女：�就職は希望通りにいかないかもしれませんが，あきらめないこと。どこの

園に行っても一生懸命やることが大事だと思います。
B女：�自分の希望をしっかりもって，就職の先生とよく相談をすること。そうす

れば希望の園が見つかるはずです。
D女：�はじめから目標をもってしっかり勉強しておくこと。きっと役に立ちま

す。


